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開拓記念日制定から 50 年

写真が伝える歴史と思い出

開拓記念日制定から 50 年

写真が伝える歴史と思い出

　

明
治
27
年
９
月
15
日
は
、
小
林
直
三
郎

氏
が
現
在
の
旭
地
区
に
初
め
て
開
拓
の
鍬

を
入
れ
た
記
念
す
べ
き
日
で
す
。

　

以
来
、
十
勝
岳
の
大
噴
火
や
連
年
の
凶

作
、
世
界
大
戦
の
開
戦
な
ど
幾
多
の
困
難

を
乗
り
越
え
な
が
ら
も
、
昭
和
15
年
に
は

町
制
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
町
は
着
実
に

発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

　

近
代
化
が
進
む
昭
和
47
年
、
こ
れ
ら
先

人
の
開
拓
の
業
績
を
し
の
び
、
明
る
く
豊

か
な
郷
土
を
築
き
あ
げ
る
こ
と
を
目
指
し

て
、９
月
15
日
を
「
美
瑛
町
開
拓
記
念
日
」

と
定
め
、
毎
年
こ
の
日
に
、
先
人
の
功
績

を
讃
え
る
「
開
拓
記
念
式
典
」
が
挙
行
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
は
記
念
す
べ
き

50
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
15
日
は
開
拓
記
念
日

　

普
段
目
に
し
て
い
る
ま
ち
の
風
景
は

日
々
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の

変
化
は
気
付
き
に
く
く
、
数
年
後
に
見
比

べ
て
そ
の
変
化
に
驚
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
年
月
を
重
ね
る
ほ
ど
そ
れ
だ
け
変
化

は
大
き
く
な
り
、
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

美
瑛
の
ま
ち
も
、
昭
和
30
年
代
後
半
か

ら
ま
ち
並
み
の
基
盤
整
備
を
進
め
た
こ
と

で
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
表
紙
の
写
真

は
本
通
り
の
商
店
街
の
様
子
で
す
が
、
平

成
元
年
か
ら
16
年
ま
で
行
わ
れ
た
本
通
土

地
区
画
整
理
事
業
で
、
現
在
の
ま
ち
並
み

に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

昔
の
写
真
を
見
て
ま
ち
の
移
り
変
わ
り

を
知
る
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
に

触
れ
る
最
も
身
近
な
方
法
の
ひ
と
つ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ち
の
歴
史
に
触
れ
る

開基 70 周年記念街頭祝賀仮装行進

（昭和 44 年 9 月 14 日）

昭和 47 年に開拓記念日を制定してから 50 年－。

半世紀という長い年月で、美瑛のまちも大きく変わりました。

先人の苦労に思いを馳せながら、この半世紀のまちの歴史を振り返ってみませんか。
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普
段
目
に
し
て
い
る
ま
ち
の
風
景
は

日
々
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の

変
化
は
気
付
き
に
く
く
、
数
年
後
に
見
比

べ
て
そ
の
変
化
に
驚
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
年
月
を
重
ね
る
ほ
ど
そ
れ
だ
け
変
化

は
大
き
く
な
り
、
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

美
瑛
の
ま
ち
も
、
昭
和
30
年
代
後
半
か

ら
ま
ち
並
み
の
基
盤
整
備
を
進
め
た
こ
と

で
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
表
紙
の
写
真

は
本
通
り
の
商
店
街
の
様
子
で
す
が
、
平

成
元
年
か
ら
16
年
ま
で
行
わ
れ
た
本
通
土

地
区
画
整
理
事
業
で
、
現
在
の
ま
ち
並
み

に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

昔
の
写
真
を
見
て
ま
ち
の
移
り
変
わ
り

を
知
る
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
に

触
れ
る
最
も
身
近
な
方
法
の
ひ
と
つ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
半
世
紀
で
ま
ち
の
風
景
は
変
わ

り
、
生
活
習
慣
や
文
化
、
地
域
の
行
事
な

ど
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
時
代
の
流

れ
と
と
も
に
役
目
を
終
え
た
も
の
、
新
し

く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
も
の
、
形
を
変
え
ず

に
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
と
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
現
在
の
美
瑛
の
ま
ち
は
、
先
人

の
着
実
な
歩
み
が
土
台
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

美
瑛
の
軌
跡
を
昔
の
写
真
と
共
に
振
り

返
り
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
歴
史
を
未

来
へ
と
つ
な
ぐ
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
探

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

軌
跡
を
た
ど
り
、
未
来
へ
つ
な
ぐ

１
．
美
瑛
駅
前
（
昭
和
47
年
撮
影
）　

　
　
明
治
32
年
９
月
業
務
開
始
。
昭
和
27
年

に
美
瑛
軟
石
を
使
用
し
た
現
在
の
駅
舎

が
完
成
。

２
．
美
瑛
劇
場
（
中
町
１
丁
目
・
撮
影
年
不
明
）

　
　

昭
和
５
年
開
館
、
44
年
閉
館
。

３
．
福
美
沢
の
共
同
牧
場
の
牧
草
収
穫
作
業

（
昭
和
48
年
撮
影
）

　
　
重
さ
約
15
㌕
の
梱
包
さ
れ
た
牧
草
を
手

作
業
で
積
み
込
ん
で
い
ま
す
。

４
．
村
山
か
ら
市
街
地
を
望
む(

昭
和
43
年
撮
影
）

　
　

北
町
・
大
町
地
区
に
は
家
屋
が
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

５
．
商
工
ま
つ
り
の
仮
装
盆
踊
り(

昭
和
44
年
撮
影
）

　
　

現
在
は
ど
か
ん
と
農
業
ま
つ
り
で
仮
装

盆
踊
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

６
．
農
業
ま
つ
り
の
ば
ん
え
い
競
技(

昭
和
44
年
撮
影
）

　
　

昭
和
39
年
か
ら
始
ま
っ
た
農
業
ま
つ
り
。

ば
ん
え
い
競
技
は
50
年
代
後
半
ま
で
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

現在の国道 237 号線
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　問合せ／保健センター　☎ 92-7021・☎ 92-7090

新型コロナワクチン接種のお知らせ

接
種
を
受
け
る
際
の
同
意

　現在、12 歳以上の全ての方について、ワクチン接種の予約を

受け付けていますので、接種を希望される方は、保健センター

へ電話するか、オンラインで予約をお願いします。

参照元：VRS（ワクチン接種記録システム）

対象者数
（人）

１回目 ２回目

接種者数（人）接種率（％）接種者数（人）接種率（％）

65 歳以上 3,756 3,507 93.4 3,468 92.3

60~64 歳 635 552 86.9 541 85.2

50 歳代 1,343 1,114 82.9 1,031 76.8

40 歳代 1,204 890 73.9 754 62.6

30 歳代 804 549 68.3 292 36.3

20 歳代 701 460 65.6 238 34.0

12~19 歳 621 428 68.9 169 27.2

計 9,064 7,500 82.7 6,493 71.6

町内の接種の状況について　　（9月 21 日現在）

接
種
会
場
の
変
更
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
を
も
っ
て
町
民
セ
ン
タ
ー
で

の
集
団
接
種
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

９
月
16
日
以
降
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
１

回
目
を
接
種
さ
れ
た
方
の
２
回
目
の
接
種

会
場
は
、
町
立
病
院
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
９
月
18
日
・
19
日
に
町
民
セ
ン

タ
ー
で
１
回
目
を
接
種
し
た
方
の
２
回
目

の
接
種
会
場
は
町
民
セ
ン
タ
ー
（
接
種

日:

10
月
10
日
）
と
な
り
ま
す
。

▼
10
月
以
降
の
接
種
会
場

・
町
立
病
院　

月
～
金　

午
後
の
み

・
美
瑛
循
環
器
・
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　

月
～
金
（
木
は
午
前
の
み
）

※
病
院
の
状
況
に
よ
り
実
施
し
な
い
日
が

　

あ
り
ま
す
。

※
今
後
は
、
接
種
日
及
び
接
種
枠
を
縮
小

　

す
る
見
込
み
で
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

　

さ
い
。
な
お
、最
新
の
情
報
は
、
町
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

土
・
日
接
種
を
希
望
の
方
は

　

土
・
日
の
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

旭
川
市
の
集
団
接
種
会
場
を
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

予
約
方
法
／
旭
川
市
新
型
コ
ロ
ナ
コ
ー
ル

　

セ
ン
タ
ー
（
☎
25-

３
５
０
１
）
に
電

　

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
／
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
15
分

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
感
染
予
防
対

策
の
継
続
を
お
願
い
し
ま
す

　

ワ
ク
チ
ン
は
高
い
発
症
予
防
効
果
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
効
果
は

１
０
０
％
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ウ

イ
ル
ス
の
変
異
に
よ
る
影
響
も
あ
り
え
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
後
も
、
マ
ス

ク
の
着
用
な
ど
感
染
予
防
対
策
の
継
続
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
強
制
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
予
防
接
種
を
受
け
る
方
に
は
、

予
防
接
種
に
よ
る
感
染
症
予
防
の
効
果
と

副
反
応
の
リ
ス
ク
の
双
方
に
つ
い
て
ご
理

解
い
た
だ
き
、
自
ら
の
意
志
で
接
種
を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

受
け
る
方
の
同
意
な
く
、
接
種
が
行
わ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
16
歳
未
満
の
方
が
接
種
を
受
け

る
場
合
は
、
保
護
者
の
同
意
と
原
則
接
種

時
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

接
種
会
場
／
旭
川
市
総
合
防
災
セ
ン

タ
ー
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
旭
川
駅
前
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
旭
川
西

接
種
後
の
副
反
応
に
つ
い
て

　

ワ
ク
チ
ン
は
、
接
種
後
、
体
内
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
が
で
き

る
過
程
で
、
注
射
し
た
部
分
の
痛
み
、
発

熱
、
倦
怠
感
、
頭
痛
、
筋
肉
や
関
節
の
痛

み
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
症
状
の
大
部
分
は
、
接
種

の
翌
日
を
ピ
ー
ク
に
発
現
す
る
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
数
日
以
内
に
回
復
し
て
い
き

ま
す
。

 
 

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※町に住民登録がある方 ( 他の自治体で接種した方も含む）

※対象者数と接種率は住民基本台帳 ( 令和２年 12 月 31 日現在 ) に基づく
－4－



マイナンバーカードに関する問合せ／
マイナンバー総合フリーダイヤル　☎ 0120-95-0178
交付・申請書再発行／住民生活課戸籍年金係　☎ 92-4295

　マイナンバーカードをまだお持ちでない方は、郵送ま
たは電子申請で申請してください。詳しくは、マイナンバー
カード総合フリーダイヤルに問い合わせください。

   マイナンバーカードの保険証利用
　　　　　　　　　　　 　が始まります

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

　
　
　
　
　
　

  　
　

安
全
な
の
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
無
く
す

の
が
怖
い
の
で
す
が
、
持
ち
歩
い

て
も
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
偽
造

防
止
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ

に
入
っ
て
い
る
情
報
は
、
氏
名
・
住

所
な
ど
の
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い

る
情
報
な
ど
で
す
。　

他
人
に
見
ら
れ
て
悪
用
さ
れ
た
り

す
る
の
で
は
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
手
続
き
を
行
う

際
は
、
顔
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
本
人
確
認
が
必

要
と
な
る
た
め
、
他
人
が
勝
手
に
手

続
き
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

無
く
し
た
り
、
盗
ま
れ
た
場
合
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
が
、
３
６
５
日
24
時
間
受
け

付
け
し
て
い
る
の
で
、
カ
ー
ド
の
利

用
を
す
ぐ
に
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

健
康
保
険
証
と
し
て
の
使
い
方

　

医
療
機
関
や
薬
局
受
付
に
設
置
し
て
あ

る
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
か
ざ
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

顔
認
証
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

パ
ス
ワ
ー
ド（
数
字
４
桁
）
の
入
力
に
よ
っ

て
本
人
認
証
を
行
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
医
療
機
関
・
薬
局 

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

９
月
24
日
現
在
で
、
町
内
で
利
用
で
き

る
医
療
機
関
は
町
立
病
院
の
み
で
す
。

　

町
外
の
医
療
機
関
や
薬
局
は
、
厚
生
労

働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま

す
。
な
お
、
対
象
と
な
る
医
療

機
関
・
薬
局
は
徐
々
に
拡
大
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る 

メ
リ
ッ
ト
は

●
転
居
・
転
職
・
引
っ
越
し
を
し
て
も
健

　

康
保
険
証
と
し
て
ず
っ
と
使
え
ま
す
。

　

医
療
保
険
者
が
変
わ
る
場
合
は
、
異
動

　

の
届
け
出
が
従
来
ど
お
り
必
要
で
す
が
、

　

届
け
出
後
情
報
が
反
映
さ
れ
る
ま
で
時

　

間
を
要
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
限
度
額
適
用
認
定
証
が
な
く
て
も
、
高

　

額
療
養
費
制
度
に
お
け
る
限
度
額
を
超

　

え
る
支
払
い
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
自
身
の
令
和
２
年

　

度
以
降
の
特
定
健
診
情
報
や
薬
剤
情
報
、

　

医
療
費
通
知
情
報
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

（
令
和
３
年
10
月
以
降
運
用
開
始
予
定
）

「
初
回
登
録
」
が
必
要
で
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証

と
し
て
利
用
す
る
に
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
か
ら
健
康
保
険
証
利
用
の
「
初
回
登
録
」

が
必
要
で
す
。
セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
読
み
取
り
対
応
の
も
の
）
、
パ
ソ
コ
ン

（
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
）
で
登
録
で

き
ま
す
。

　

登
録
方
法
に
つ
い
て
は
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

ＱＡＱ ＱＡＡ

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

現
在
お
持
ち
の
健
康
保
険
証
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。

－5－



　

担
い
手
研
修
セ
ン
タ
ー
美
進
に
あ
る
農

福
連
携
用
の
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
で
は
、
７
月

か
ら
収
穫
を
開
始
し
、
８
月
、
９
月
も
順

調
に
収
穫
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
３
日
に
は
、
収
穫
し
た
ト
マ
ト
を

使
用
し
て
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
加
工
体
験
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

実
習
生
は
、
普
段
か
ら
事
業
所
で
定
期

的
に
調
理
実
習
な
ど
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

ト
マ
ト
の
カ
ッ
ト
や
食
器
の
洗
浄
な
ど
を

慣
れ
た
手
つ
き
で
行
い
、
約
70
㌕
の
ト
マ

ト
か
ら
59
本
の
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
を
作
り

ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
で
作
っ
た
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

を
飲
ん
だ
実
習
生
は
「
美
味
し
か
っ
た
」、

「
少
し
酸
っ
ぱ
か
っ
た
が
良
か
っ
た
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
農
福
連
携
事
業

　
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
加
工
を
行
い
ま
し
た

　

９
月
６
日
～
10
日
の
５
日
間
、
ト
マ
ト

生
産
者
の
方
に
実
習
生
の
作
業
の
様
子
を

見
学
い
た
だ
く
、
作
業
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
農
家
の
方
か
ら
は
、「
し
っ
か

り
と
丁
寧
に
作
業
が
で
き
て
い
る
。
人
手

が
足
り
て
い
な
い
の
で
、
雇
用
す
る
こ
と

も
検
討
し
た
い
。」、「
生
産
者
と
同
じ
レ

ベ
ル
で
ハ
ウ
ス
の
管
理
が
さ
れ
て
い
る
。

生
産
者
の
ハ
ウ
ス
で
の
作
業
も
問
題
な
く

対
応
で
き
る
だ
ろ
う
。」
と
言
っ
た
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
作
業
研
修
会
に
お
い
て
生
産
者

の
皆
さ
ん
か
ら
農
福
連
携
に
対
す
る
前
向

き
な
声
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

来
年
度
以
降
は
、
ト
マ
ト
生
産
実
習
の
取

り
組
み
を
継
続
し
つ
つ
、
実
際
に
生
産
現

場
で
の
障
が
い
者
の
雇
用
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
農
福
連
携
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

農
福
連
携
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
美
瑛

町
農
福
連
携
推
進
協
議
会
（
事
務
局:

役

場
農
林
課
☎
92-

４
３
９
１
）
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

　
小
麦
推
進
事
業

　
美
瑛
小
麦
応
援
店
舗
の
認
定
証
が
で
き
ま
し
た

　

美
瑛
小
麦
推
進
協
議
会
で
は
、「
美
瑛

小
麦
応
援
店
舗
」
の
認
定
証
を
作
り
ま
し

た
。

　

認
定
証
は
、
美
瑛
小
麦
の
良
さ
が
伝
わ

る
よ
う
に
と
い
う
思
い
を
込
め
て
小
麦
の

穂
（
ゆ
め
ち
か
ら
、
き
た
ほ
な
み
、
春
よ

恋
の
３
種
）
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
用
い

た
オ
ブ
ジ
ェ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
認

定
証
は
、
美
瑛
小
麦
応
援
店
舗
に
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
、
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
美
瑛
小
麦
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
２
１
」

を
開
催
し
て
い
ま
す

　

図
書
館
に
美
瑛
小
麦
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
ま
し
た
。認
定
証
や
小
麦
の
穂
、

関
連
書
籍
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

美
瑛
小
麦
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
９
月
１

日
か
ら
開
始
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
響
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
帳
を
手
に
し
た
お
客

さ
ん
か
ら
は
「
美
瑛
町
産
の
小
麦
を
使
う

店
舗
や
商
品
が
載
っ
て
い
て
分
か
り
や
す

い
。
今
回
、
新
し
く
知
っ
た
お
店
や
商
品

も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
。」、

店
舗
か
ら
は
「
今
回
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

で
新
規
の
お
客
さ
ん
が
増
え
た
。
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
帳
を
持
っ
て
い
く
お
客
さ
ん

も
多
い
。」
と
い
っ
た
声
が
届
い
て
い
ま

す
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
12
月
31
日
ま
で
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
美
瑛
小
麦
推

進
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
麦
の
こ
と
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か

生
産
現
場
で
の
雇
用
に
向
け
て

－6－



　

町
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
で
、
対
象
住
宅

と
し
て
町
の
登
録
を
受
け
た
物
件
で
す
。

▼
助
成
対
象
住
宅

①
家
賃
（
管
理
費
・
共
益
費
を
除
く
）
が

　

３
万
円
未
満
の
民
間
賃
貸
住
宅

②
社
宅
、
社
員
寮

③
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
の
３
親
等

　

以
内
の
親
族
が
所
有
す
る
住
宅

　

こ
の
ほ
か
、
助
成
対
象
者
の
方
が
所
属

す
る
法
人
が
所
有
す
る
住
宅
は
対
象
外
と

な
る
な
ど
い
く
つ
か
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。

助成対象住宅を募集しています

▼
助
成
対
象
者

　

助
成
対
象
住
宅
の
契
約
者
で
次
に
該
当

す
る
方

①
令
和
３
年
４
月
１
日
以
降
、
世
帯
全
員

　

が
定
住
の
た
め
本
人
の
意
思
で
転
入
し

　

た
方
（
町
内
企
業
な
ど
へ
の
転
勤
に
よ

　

る
転
入
は
除
く
）

②
町
内
に
生
活
の
本
拠
を
置
く
方

③
世
帯
全
員
が
住
宅
手
当
な
ど
を
支
給
さ

　

れ
て
い
な
い
方

④
世
帯
員
に
国
家
（
地
方
）
公
務
員
や
一

　

部
事
務
組
合
な
ど
の
職
員
が
い
な
い
方

　
こ
の
ほ
か
、
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

な
ど
い
く
つ
か
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

町
の
登
録
を
受
け
た
物
件
に
入
居
さ
れ

た
方
で
助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
ま
で
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
請
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法
な
ど

▼
助
成
額
と
助
成
期
間

　
美
瑛
町
へ
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、

令
和
３
年
４
月
１
日
以
降
、
美
瑛
町
に
転

入
し
、
助
成
対
象
住
宅
に
入
居
し
た
方
に

対
し
、
家
賃
の
一
部
を
美
瑛
町
電
子
地
域

通
貨
「
Be
コ
イ
ン
」
で
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
申
請
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
対
象
と

な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 美

瑛
町
の
住
宅
支
援
を
ご
存
じ
で
す
か
？

問
合
せ
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
移
住
定
住
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
74-

６
１
７
１

助
成
額
／
月
額
家
賃
の
２
分
の
１
以
内
、

　

１
カ
月
当
た
り
１
万
円
（
１
０
０
０
０

　

ポ
イ
ン
ト
）
を
限
度

助
成
期
間
／
36
カ
月
を
限
度

子
育
て
加
算
／
18
歳
以
下
の
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
世
帯
に
は
１
万
円

（
１
０
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
）
を
加
算

　

※
子
ど
も
が
２
人
以
上
の
場
合
で
も
同

　

  

額
で
す

　

た
だ
し
、
次
の
物
件
は
対
象
か
ら
除
き

ま
す
。

助
成
金
額
／

・
住
宅
の
取
得
費
用
の
１
０
０
分
の
10

　
上
限
額
　
新
築
50
万
円
・
中
古
30
万
円

・
加
算
額 

　
①
転
入
者
加
算

　
　
　
20
万
円

　
②
子
育
て
世
帯
加
算

　
10
万
円

　
③
町
内
業
者
加
算

　
50
万
円
（
新
築
の
み
）

　
④
地
域
材
使
用
加
算

　
上
限
30
万
円

 
 

（
購
入
費
用
の
20
％
。
た
だ
し
、
美  

　
　
瑛
町
産
の
認※

証
材
を
使
用
し
た
場
合

　
　
は
上
限
１
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。）

申
請
の
手
続
き
／
申
請
書
類
な
ど
詳
し
く

　

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

　

か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 　

平
成
29
年
度
よ
り
、
住
宅
を
取
得
し
た

方
に
対
し
取
得
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

こ
と
で
、
取
得
時
の
負
担
軽
減
を
図
り
、

定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
助
成
に
は
町
内
業
者
に
よ
る
施
工

（
新
築
に
限
る
）
や
移
住
さ
れ
た
方
へ
の

加
算
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
町
民
の
方
が
世
帯
を
分
離
し
住

宅
を
取
得
す
る
際
に
は
、
借
家
に
居
住
し

て
い
た
期
間
が
３
年
以
上
必
要
な
ど
の
要

件
も
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
す
る
前
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

美
瑛
町
定
住
住
宅
取
得
助
成

民
間
賃
貸
住
宅
助
成

　町内で共同住宅や賃貸用の戸建て住宅を所有もしくは管理

している個人や事業者の方は、対象住宅への登録の検討をお

願いします。登録決定後、町ホームページに物件情報を掲載

します。

【登録に必要な書類】

　①美瑛町移住定住促進民間賃貸住宅申請書

　（町ホームページからダウンロードできます）

　②住宅の位置図・平面図

　③住宅登記事項証明書

　④住宅の外観写真

※ＳＧＥＣ認証を受けた森林から生産された木材。ＳＧＥＣ認証とは、持続可能な森林活用・保全を目

　的として誕生した適切な森林管理を認証する制度です。－7－



ここを読み取り

　チャージに対して１% のプレミアムポイント

が付与されます。

　例えば、1,000 円のチャージで 10 ポイントが

上乗せされ「1,010 ポイント」利用できます。

　現在、町内の約 200 店舗で Be コインを使う

ことができます。

　対象店舗は町ホームページでご

確認下さい。

　

　美瑛町電子地域通貨「Be コイン」の残高は、スマートフォンやパ

ソコンで確認することができます。

　チャージしたポイントや「好きですびえい電子商品券」として購入

したポイントの有効期限も確認できます。ポイントの種類によって有

効期限が異なりますので期限までにポイントをご利用下さい。

STEP 1 STEP 2 STEP 3

Be コインカードの裏 面の QR

コードをスマートフォンで読み

取ります

Be コインカードの表面に記載さ

れている８桁の数字を入力しま

す

照会ボタンを押すと Be コイ

ンカードに入っている残高と

有効期限が表示されます

表面

裏面

　

Be コインの残高確認方法をお知らせします

Be コインを使ってお買い物を！

問合せ／商工観光交流課　☎ 92-4321

残高を確認する方法は他にも

役場 2 階の商工観光交流課へ

Be コインカードを持参いだた

ければ、その場でお伝えします

商工観光交流課（☎ 92-4321）に

電話いただければ、残高を確認の

うえ、折り返しご連絡します

パソコンの方は「chiica 残高」で検索！

－8－



スマートフォンアプリで上下水道料金の支払いができます ！

　スマートフォンの専用アプリで納入通知書に印字されているバーコードを

読み取り、料金の決済処理を行います。

　領収書は発行されませんので、領収書が必要な場合は、コンビニエンスス

トアや金融機関などでお支払いください。

　支払い先は美瑛町上下水道料金徴収事務委託業者である「㈱美瑛プロパン

センター」となります。

　納入通知書に印刷されているバーコードをスマートフォンの専用アプリで読み取ることで、いつでも

上下水道料金を納付することができます。詳しくは町ホームページをご確認ください。

使えるスマートフォンアプリ

手数料無料

◆利用方法

◆注意事項

問合せ／建設水道課水道整備室庶務係　☎92-4470

不要になった家電・古着など の 臨時回収 を行います

10月1日から

◆Ｔシャツ、毛布、タオル、セーター、革製品、Ｇパン　など

◆布団、枕、じゅうたん、マット類、ぬいぐるみ、  

　カーテン、靴類、汚れのひどい衣類

◆業務用の機器、破損の著しい家電製品

◆掃除機、扇風機、電話機など電源コンセントが付いている家庭用電化製品

◆家電リサイクル対象製品（テレビ、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、乾燥機、エアコン）

無料で回収できるもの

処理費用がかかるもの

回収できないもの

◆パソコン本体、ノートパソコン、携帯電話　など

※処理費用のほかに運搬料、手数料がかかります。

問合せ／住民生活課住民生活係　☎92-4294

日時／10月24日（日）午前９時～正午日時／10月24日（日）午前９時～正午

場所／役場正面駐車場場所／役場正面駐車場

◆ＣＲＴモニター、液晶モニターと一体型のパソコン　など

ここを読み取り

・乾電池を必ず抜いてください。

・箱から出してください。

家電を出すときは

－9－



　

８
日　

町
内
小
学
校
６
年
生
ふ
る
さ
と
学

　
　
　

習　

13
日　

美
馬
牛
駅
前
広
場
期
成
会
懇
談
会

15
日　

第
50
回
美
瑛
町
開
拓
記
念
式
典

16
日
～
17
日　

　
　
　

美
瑛
町
議
会
第
４
回
定
例
会

27
日　

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

下
町
の
銭
湯
の
湯
船
か
ら
古
代
ロ
ー
マ

人
が
飛
び
出
し
て
、び
っ
く
り
。
漫
画「
テ

ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
」（
ヤ
マ
ザ
キ
マ
リ
著
）

原
作
の
同
名
映
画
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
浴

場
設
計
技
師
が
現
代
日
本
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
と
い
う
設
定
の
コ
メ
デ
ィ
。

主
演
阿
部
寛
さ
ん
の
好
演
も
あ
っ
て
大
い

に
笑
っ
て
、
少
し
ほ
ろ
り
と
し
ま
し
た
。

　

公
共
浴
場
を
は
じ
め
、
街
道
や
水
道
、

円
形
闘
技
場
な
ど
を
建
設
し
た
古
代
ロ
ー

マ
は
、「
イ
ン
フ
ラ
の
父
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
２
０
０
０
年
以
上
経
っ
た
今

も
当
時
の
建
造
物
が
残
っ
て
い
る
ほ
ど
、

高
度
な
技
術
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

　

美
瑛
町
は
毎
年
こ
の
時
期
、
建
設
事
業

計
画
の
策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
役
場
の

各
課
が
予
定
し
て
い
る
５
年
先
ま
で
の
工

事
を
一
覧
表
に
し
て
い
き
ま
す
。
特
定
の

年
に
事
業
が
集
中
し
な
い
よ
う
負
担
を
平

準
化
す
る
た
め
で
す
。

　

今
年
３
月
に
は
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
改
定
し
、
長
期
の
見
通
し
も
立

て
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活

用
し
、
持
続
可
能
な
町
政
運
営
を
実
現
す

る
た
め
に
も
、
将
来
負
担
と
そ
の
軽
減
策

を
具
体
的
な
数
値
で
描
き
出
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

同
管
理
計
画
に
よ
る
と
、
公
共
建
築
物

の
将
来
的
な
更
新
費
用
は
、
今
後
30
年
間

に
約
２
０
０
億
円
か
か
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
橋
梁
の
修
繕
・
更

新
に
60
年
間
で
約
３
９
５
億
円
、
上
水
道

更
新
に
10
年
間
で
約
16
億
円
な
ど
、
公
共

施
設
す
べ
て
を
合
計
す
る
と
ば
く
大
な
維

持
費
と
な
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

当
然
、
現
状
の
財
政
状
況
で
は
今
後
増

加
し
て
い
く
更
新
費
用
を
拠
出
す
る
こ
と

は
困
難
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
同
計
画

で
施
設
の
延
命
や
統
廃
合
を
検
討
し
て
更

新
費
用
の
削
減
目
標
を
４
９
０
億
円
と
掲

げ
ま
し
た
。

　

塩
野
七
生
氏
の
名
著
「
ロ
ー
マ
人
の
物

語
」
に
よ
る
と
、古
代
ロ
ー
マ
時
代
は
「
国

債
」
と
い
う
概
念
や
制
度
が
な
く
、
借
金

を
せ
ず
に
予
算
内
で
可
能
な
事
業
だ
け
を

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
複
雑
な
財
政
の
仕

組
み
が
で
き
た
現
代
は
、
巨
大
事
業
も
可

能
に
な
り
ま
し
た
が
、
長
期
負
担
も
の
し

か
か
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
町
民
生
活
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

支
え
る
基
盤
整
備
は
不
可
欠
で
す
。
ロ
ー

マ
人
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
「
人
間
が
人
間

ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
は
必
要
な
大

事
業
」
と
考
え
、
推
進
し
た
そ
う
で
す
。

ロ
ー
マ
帝
国
の
繁
栄
を
見
れ
ば
、
そ
れ
が

正
解
で
あ
り
、
歴
史
か
ら
見
習
う
べ
き
教

訓
は
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
」
。

　

町
も
計
画
の
も
と
、
長
期
的
な
視
野
で

着
実
、
確
実
に
整
備
を
進
め
ま
す
。

　８月分支出額計　　　25,800円

令和３年８月分交際費支出状況

※支出状況は毎月お伝えします。町ホームページ「町長室か
ら」 でも公開します。

支出月日 件　名 支出金額

8/1
北海道議会議員竹内英順氏逝去に対する
供花代

22,000

8/8 白金温泉開湯記念日に対して（お酒） 3,800

町　長
コラム
vol.28

美瑛町長

角和　浩幸

南
町
公
園
の
遊
具
を

　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

　 

問
合
せ
／
建
設
水
道
課
都
市
施
設
係

                 

☎
92-

４
４
５
７

　

　

老
朽
化
が
進
み
使
用
を
休
止
し
て
い
た

南
町
公
園
（
南
町
３
丁
目
）
の
遊
具
１
基

を
撤
去
し
、
新
た
に
複
合
遊
具
を
設
置
し

ま
し
た
。
設
置
し
た
遊
具
は
主
に
３
～
６

歳
の
お
子
さ
ん
を
利
用
対
象
と
し
て
お

り
、
保
護
者
の
方
な
ど
の
付
き
添
い
が
必

要
で
す
。

※
遊
具
で
間
違
っ
た
遊
び
方
を
す
る
と
大

　

変
危
険
で
す
。
設
置
し
た
遊
具
に
遊
び

　

方
の
注
意
事
項
を
表
示
し
て
お
り
ま
す

　

の
で
、
皆
さ
ん
が
安
全
に
楽
し
め
る
よ

　

う
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
施
設
利
用
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

９
月
の
町
長
活
動
日
誌
（
主
な
も
の
）
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今
月
の
星
空
コ
ラ
ム

丘
の
ま
ち
郷
土
学
館
「
美み

宙そ
ら

」

― 

今
月
の
星
空
の
魅
力
を
お
送
り
し
ま
す 

―

　

「
秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し
」
と
い
う

こ
と
わ
ざ
を
耳
に
し
た
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
つ
る
べ
と
は
、
井
戸
の
水
を

く
む
際
の
桶
な
ど
の
こ
と
を
指
し
て
い
た

言
葉
で
す
が
、
後
に
滑
車
な
ど
も
含
め

た
機
構
を
指
す
言
葉
へ
と
変
化
し
ま
し

た
（
郷
土
学
館
に
は
収
蔵
資
料
と
し
て
つ

る
べ
が
あ
り
ま
す
）。
こ
の
こ
と
わ
ざ
は
、

日
の
沈
む
早
さ
を
井
戸
の
つ
る
べ
が
落
ち

る
様
子
に
例
え
た
も
の
で
、
秋
は
暗
く
な

る
の
が
早
い
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
ま

す
。

　

日
の
出
前
や
日
の
入
り
後
の
空
が
薄
明

る
い
状
態
を
専
門
的
に
「
薄は

く
め
い明

」
と
呼
び

ま
す
。
夕
方
は
薄
明
か
ら
空
が
真
っ
暗
な

状
態
（
暗あ

ん

や夜
と
呼
び
ま
す
）
へ
と
移
り
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、
こ
の
薄
明
の
時
間

は
夏
至
の
頃
が
一
番
長
く
、
冬
場
は
夏
に

比
べ
る
と
短
め
で
す
。
そ
し
て
、
秋
分
・

春
分
の
頃
に
最
も
短
く
な
る
た
め
、
確
か

に
秋
は
暗
く
な
る
の
が
早
い
と
言
え
ま
す
。

　

肌
寒
い
季
節
で
は
あ
り
ま
す
が
、
秋
の

星
座
は
こ
れ
か
ら
が
見
頃
と
な
り
ま
す
。

代
表
的
な
目
印
は
秋
の
四し

へ
ん
け
い

辺
形
で
す
。
４

つ
の
星
は
２
等
星
と
３
等
星
で
構
成
さ
れ

て
い
る
た
め
夏
の
大
三
角
の
よ
う
な
輝
き

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
つ
の
辺
が
こ
ぶ
し

１
個
半
か
ら
２
個
く
ら
い
の
大
き
な
四
角

形
を
十
勝
岳
連
峰
上
空
に
見
つ
け
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
秋
の
星
座
は
明
る
い
星
が

少
な
い
た
め
探
し
に
く
い
で
す
が
、
秋
の

四
辺
形
を
見
つ
け
ら
れ
る
と
そ
れ
以
外
の

星
座
も
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

懐
か
し
の
収
蔵
品
を
紹
介

♯
10
　
足
踏
み
脱
穀
機

　

江
戸
時
代
中
頃
か
ら
脱
穀
に
使
わ
れ

て
い
た
千
歯
こ
き
は
、
固
定
し
た
歯
に

稲
を
当
て
人
力
で
引
き
抜
い
て
脱
穀
す

る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
あ
る
程
度

の
腕
力
が
必
要
で
し
た
。

　

明
治
の
終
り
頃
に
開
発
さ
れ
た
足
踏

み
脱
穀
機
は
、
ペ
ダ
ル
を
踏
む
と
歯
が

回
転
し
、
そ
っ
と
稲
穂
を
当
て
る
だ
け

で
簡
単
に
脱
穀
で
き
ま
し
た
。
体
へ
の

負
担
が
少
な
い
う
え
、
一
度
に
大
量
の

稲
を
脱
穀
で
き
る
た
め
大
幅
に
作
業
効

率
が
上
が
り
ま
し
た
。
一
説
に
よ
る
と
、

あ
る
青
年
が
自
転
車
の
タ
イ
ヤ
に
巻
き

込
ま
れ
た
稲
穂
か
ら
籾
が
飛
び
散
る
様

子
を
見
て
足
踏
み
脱
穀
機
を
思
い
つ
い

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

歯
を
回
転
さ
せ
る
脱
穀
方
法
は
、
後
の

動
力
脱
穀
機
や
現
代
の
コ
ン
バ
イ
ン
に

も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

   

電
　
話
74-

６
１
１
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
74-

６
１
１
５  

天
文
台
を
延
長
公
開
し
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

日
時
／
10
月
９
日
（
土
）
、
30
日
（
土
）

　

午
後
８
時
30
分
ま
で

参
加
料
／
無
料

そ
の
他
／
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
す
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

（
郷
土
学
館
入
口
に
貼
り
出
し
ま
す
）  

　

郷
土
学
館
で
は
、
美
瑛
の
ま
ち
並
み
や

仕
事
に
関
わ
る
古
い
写
真
を
収
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
写
真
は
デ
ー
タ
保
存
の
後
、
お
返
し
し

　

ま
す
。

図は10月16日午後７時の星空
ステラナビゲータ10／(株)アストロアーツにて作成

収
蔵
庫
（
倉
庫
）
を
見
学
で
き
ま
す

　

展
示
室
に
展
示
し
き
れ
な
い
収
蔵
品
を

収
蔵
庫
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
に
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
来
館
時
に
職
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

－11－



地域の防災力

 

今
月
の
特
集
展
示

　「
じ
ぶ
ん
の
身
体
を
点
検
す
る
」

　

ド
ラ
イ
ブ
に
行
く
前
に
車
の
点
検
を
す

る
よ
う
に
、
自
分
の
身
体
の
仕
組
み
を
知

っ
て
点
検
を
す
る
こ
と
は
、
人
生
と
い
う

長
距
離
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る
私
た
ち
に
と
っ

て
必
須
事
項
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

今
回
は
人
間
の
身
体
と
病
気
の
仕
組
み

な
ど
が
わ
か
り
や
す
い
本
を
集
め
ま
し

た
。
ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
小
学
生
向
け

   

日
時
／
10
月
９
日
（
土
）

　   

午
後
１
時
30
分
～
２
時

◇
幼
児
（
親
子
）
向
け

   

日
時
／
10
月
23
日
（
土
）

　   

午
前
10
時
30
分
～
11
時

図
書
館
だ
よ
り

　

電　

話
92
‐
１
２
５
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
92
‐
４
８
７
７

　

な
ぜ
人
の
悪
口
を
言
っ
て
は
い
け
な
い

の
か
、
そ
ん
な
子
ど
も
の
疑
問
に
対
し
て

説
明
が
で
き
な
い
大
人
は
た
く
さ
ん
い
る

は
ず
。

　

本
書
は
親
し
み
や
す
い
文
と
絵
で
、
身

近
な
こ
と
と
法
律
を
結
び
付
け
て
説
く
、

子
ど
も
に
も
わ
か
る
法
律
の
入
門
書
で

す
。
刑
法
や
民
法
な
ど
に
分
け
て
具
体
的

な
事
案
と
そ
れ
に
対
す
る
法
律
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

お
は
な
し
会
「
あ
い
あ
い
」

館
長
の
イ
チ
オ
シ
！

「
こ
ど
も
六
法
！
」

　
　
　
　
　
　

山
崎
　
聡
一
郎
／
著

自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
！

ちょこっと
防　　災

　

自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
が
発
生
し
た

と
き
、
役
場
や
消
防
な
ど
公
的
機
関
が
救

援
活
動
を
す
ぐ
に
行
え
な
い
場
合
に
、
被

害
を
最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
る
よ
う
、
地

域
の
皆
さ
ん
で
協
力
し
合
い
（
共
助
）、

よ
り
安
全
な
避
難
行
動
を
早
急
に
と
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
自
主
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
組
織
で
す
。

総
務
課
危
機
対
策
室

　
大
畑
係
長

本
を
お
譲
り
し
ま
す

　

館
内
に
使
わ
な
く
な
っ
た
本
を
お
譲
り

す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。
本
は
日
々

補
充
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
来
館
の
際
に
は

要
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。

場
所
／
正
面
玄
関
前
（
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

　

ー
ル
）

期
間
／
10
月
１
日
（
金
）
～
当
面
の
間

　

ち
な
み
に
「
悪
口
」
は
、
刑
法
第

２
３
１
条
の「
侮

辱
」
に
相
当
す

る
か
も
し
れ
な

い
の
で
ご
用
心

を
。

共助

自助公助

自分の命は

自分で守る

地域や近隣の人たち

が互いに協力し合う

行政や防災関係機関に

よる救助・援助など

災害時の被害を抑える

自主防災組織の活動

　

今
年
の
４
月
に
設
立
さ
れ
た
「
旭
町
第

２
町
内
会
自
主
防
災
組
織
」
で
は
、
独
自

の
活
動
と
し
て
、
避
難
所
や
防
災
に
関
す

る
内
容
を
記
載
し
た
下
敷
き
を
作
成
し
、

町
内
会
の
全
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
と
は

自
主
防
災
組
織
を
支
援
し
て
い
ま
す

※
蔵
書
点
検
の
た
め
、
10
月
12
日
～
15
日

　

は
休
館
し
ま
す
。

　

町
で
は
自
主
防
災
組
織
の
設
立
や
運
営

を
応
援
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
独
自
の

活
動
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
組
織
の
設
立
に
関
し
ご
不
明
な

点
が
あ
れ
ば
行
政
区
や
町
内
会
に
お
伺

い
し
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
総
務
課
危
機
対
策
室
（
☎
92
‐

４
３
１
６
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

旭町第 2 町内会自主防災組織が
作成した下敷き

　

こ

の

３
　

つ
の
活
動
が

上
手
く
つ
な

が
る
と
地
域

の
防
災
力
が

　
ア
ッ
プ
！

－12－



KU
健診
　受けよう

　

美
瑛
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
　
話
92
‐
７
０
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
68
‐
７
０
５
７

す
こ
や
か
広
場

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
師
の
鈴
木
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
が
続
く
中
、こ
れ
か
ら
冬
に
向
け
て
、

例
年
で
す
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す

る
季
節
を
迎
え
ま
す
。

　

今
月
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　　　  ８月の
　　　  健康マイレージ状況

◇新規エントリー　２人

一緒に頑張りましょう！

◇20マイル達成　  ６人

おめでとうございます！

☆マイレージ参加者☆

698人

合計（延べ人数）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
普
通
の
風
邪
と
は

異
な
り
、
突
然
38
℃
以
上
の
高
熱
、
関
節

痛
や
筋
肉
痛
、
頭
痛
、
全
身
倦
怠
感
な
ど

の
症
状
が
強
く
現
れ
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
症
状
は
と
て
も
似

て
お
り
、
と
も
に
高
熱
が
出
る
共
通
点
が

あ
り
ま
す
。
も
し
高
熱
が
出
た
場
合
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
両
方
を
心
配
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

昨
シ
ー
ズ
ン
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

昨
シ
ー
ズ
ン
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
激

減

今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
備

え
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

が
ま
だ
見
え
な
い
中
、
今
後
も
感
染
予
防

対
策
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
が
抑
え
ら
れ
る
可
能
性
は
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
シ
ー
ズ
ン
流
行
し
な
か
っ

た
影
響
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
抗
体

の
保
有
量
が
全
体
的
に
少
な
く
、
流
行
す

る
可
能
性
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
基
本
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
同
様
に
、「
手

洗
い
」「
マ
ス
ク
の
着
用
」「
密
を
避
け
る
」

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費

用
を
助
成
し
て
い
ま
す

助
成
対
象
者
／

・
65
歳
以
上
の
方

・
60
歳
～
64
歳
の
方
で
特
定
の
疾
病
に
よ    

  

る
障
が
い
の
あ
る
方

・
生
後
６
カ
月
～
18
歳
の
方

・
妊
娠
し
て
い
る
方

　

詳
し
く
は
今
月
号
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

感
染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行

が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
傾
向
は
世
界
で

も
見
ら
れ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
以
降
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
世
界
中
で
激
減
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
要
因
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
の
手
指
消
毒
と
マ
ス
ク

の
着
用
、
密
を
回
避
す
る
感
染
予
防
対
策

が
徹
底
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

の
徹
底
で
す
。

　

昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
か
ら
、
私
た
ち
は
長
期
間
に

わ
た
り
感
染
症
予
防
対
策
を
継
続
し
て
い

ま
す
。
普
段
の
生
活
の
中
で
感
染
対
策
に

も
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
冬
に
向
け
て
、
引
き
続

き
感
染
予
防
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
何
か
特
別

な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身

近
に
い
る
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
り
支
援
す
る
応
援
者
で
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講

す
る
こ
と
で
誰
で
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　

知
っ
て
ま
す
か

▼
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の

人
や
そ
の
家
族
を
見
守
っ
て
い
く
た
め
の

接
し
方
を
テ
キ
ス
ト
や
映
像
な
ど
で
学
ぶ

講
座
で
す
。

　

町
で
は
、
ご
要
望
に
応
じ
て
講
師
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、

自
分
に
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象
／
町
内
会
・
自
治
会
・
職
場
・
学
校
・

　

サ
ー
ク
ル
グ
ル
ー
プ

人
数
／
10
人
程
度
か
ら
（
少
人
数
で
も
ご

　

相
談
く
だ
さ
い
）

費
用
／
無
料

　

詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
☎
92
‐
４
２
４
８
）
に
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。
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美
瑛
町
立
病
院
　
　
電

　
話
68
‐
７
１
１
１

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
68
‐
７
１
２
０

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
へ

●午前／７時30分～11時30分
●午後／０時30分～４時30分
　※眼科は木曜日のみ(午後４時まで）
　※整形外科は火・金曜日のみ(午前のみ）

診療時間

●午前／8時30分～正午
●午後／１時～５時
　※眼科は木曜日のみ
　※整形外科は火・金曜日のみ

◆坂井医師の外来は、急な検査対応のため診察までに時
　間がかかる場合がありますので、ご了承ください。

　

本
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
、
国
か
ら
各
医
療
機
関
へ
の
供
給

量
が
少
な
く
、
予
約
日
ま
た
は
内
科
定

期
受
診
時
に
接
種
で
き
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
内
科
を
定
期
受
診
さ
れ
て
い

る
方
が
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

受
診
時
に
外
来
受
付
に
て
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
と
の
重
複
を
避
け
る
た
め
、
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
日
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

予
約
の
開
始
日
、
予
約
先
、
費
用
負

担
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
月
号
の
折
り

込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受付時間

　

―
　
火
事
と
救
急
救
助
は
１
１
９
番

　
―

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
済
み

の
方
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
す
る
場
合
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
２
回
目
接
種
完
了
日
か
ら
２
週
間
以

上
の
間
隔
を
あ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
重
複
に
つ
い
て

　
美
瑛
消
防
署

　
　
☎
92-

２
０
２
９

　
災
害
情
報
案
内

　
☎
92-

１
１
１
９

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
暖
房
機
器
の
使

用
に
よ
る
火
災
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
火
災

の
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
、
悲
惨
な
火
災
事

故
を
無
く
す
た
め
「
お
う
ち
時
間　

家
族

で
点
検　

火
の
始
末
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
全
道
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
10
月
15

日
（
金
）
か
ら
31
日
（
日
）
ま
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

美
瑛
消
防
署
で
は
秋
の
火
災
予
防
運
動

の
一
環
と
し
て
、
消
防
車
で
火
の
用
心
を

呼
び
か
け
、
町
内
を
巡
回
す
る
防
火
広
報

や
消
防
団
と
の
連
携
強
化
を
目
的
と
し
た

模
擬
火
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
防
火
意
識
を
持
ち
、
火
災

の
な
い
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
次

の
４
つ
の
習
慣
、
６
つ
の
対
策
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

消
防
だ
よ
り

▼
４
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

　

を
置
か
な
い
。

③
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離

　

れ
な
い
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不

　

要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

▼
６
つ
の
対
策

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ト
ー

　

ブ
や
こ
ん
ろ
な
ど
は
安
全
装
置
の
付
い

　

た
機
器
を
使
用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
、
住
宅
用
火

　

災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検
し
、
10
年

　

を
目
安
に
交
換
す
る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
部
屋
を
整

　

理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー

　

テ
ン
は
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

　

消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確

　

認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
は
、
避

　

難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に
確
保
し
、

　

備
え
て
お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪
問

　

な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
対

　

策
を
行
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予

約
、
接
種
の
際
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
日
を
接
種
済
証
で
あ
ら

か
じ
め
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方
・
就
学

前
の
乳
幼
児
の
接
種
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
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「
私
た
ち
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
は
、
上

富
良
野
町
と
美
瑛
町
に
ま
た
が
る
十
勝
岳

ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
が
大
好
き
な
人
ば
か

り
で
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
を
き
っ
か
け
に
、

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
大
地
の
成
り
立

ち
や
歴
史
を
学
び
、
多
く
の
方
に
広
め
て

い
き
た
い
と
ガ
イ
ド
の
会
を
発
足
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
リ
モ
ー
ト
で
の

勉
強
会
な
ど
に
参
加
し
て
、
全
国
の
ガ
イ

ド
仲
間
と
交

流
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の

早
期
終
息
を

願
い
な
が
ら

十
勝
岳
ジ
オ

パ
ー
ク
エ
リ

ア
の
魅
力
を

伝
え
た
い
と

思
い
ま
す
。」

　

魅
力
的
な
ジ
オ
パ
ー
ク
を
作
る
に
は
地

域
住
民
の
理
解
や
活
動
が
か
か
せ
ま
せ

ん
。
地
域
の
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く

よ
う
、
当
協
議
会
も
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド

と
連
携
し
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

「
25
年
前
よ
り
自
然
ガ
イ
ド
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
し
た
が
、
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ

ド
に
な
り
、
長
期
的
な
視
点
で
の
知
識
を

学
び
、
案
内
の
内

容
が
幅
広
く
な
り

ま
し
た
。
今
後
も

十
勝
岳
と
い
う
活

火
山
に
寄
り
添
っ

た
案
内
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
」

　

ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
は
、
地
域
の
魅
力

を
伝
え
る
た
め
に
、
専
門
的
な
知
識
を
学

び
、
当
協
議
会
か
ら
認
定
を
受
け
た
案
内

人
で
す
。

　

当
協
議
会
に
は
11
人
の
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ

イ
ド
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
ジ
オ
パ
ー
ク

活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
地
域

の
中
心
と
な
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
期
の
募
集
を
８
月
31
日
に
終
了
し

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
作
品
の
応
募
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
応
募
作
品
数

　

イ
ン
ス
タ
の
部　

１
４
０
５
件

　

デ
ー
タ
の
部　
　

２
５
７
件

　

今
後
、
選
考
を
行
い
、
入
選
作
品
を
決

定
し
ま
す
。
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

第
２
期
募
集
は
令
和
４
年
１
月
31
日
ま
で

第
２
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
中

【
８
月
の
火
山
活
動
】

 

十
勝
岳
火
山
活
動

　
　
　
　
　
　
札
幌
管
区
気
象
台
発
表

　
　
　
　
問
合
せ
／
札
幌
管
区
気
象
台

　
　
　
　
　
☎
０
１
１-

６
１
１-

６
１
２
７

　

監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
観
測
で
は
、
62-

２
火
口
の
噴
煙
の
高
さ
は
火
口
縁
上
５
０

０
㍍
以
下
、
大
正
火
口
の
噴
煙
の
高
さ
は

２
０
０
㍍
以
下
、
振
子
沢
噴
気
孔
群
の
噴

気
の
高
さ
は
火
口
縁
上
１
０
０
㍍
以
下
で

し
た
。

　

火
山
性
地
震
は
や
や
少
な
い
状
態
で
経

過
し
、
主
に
62-

２
火
口
付
近
の
ご
く
浅

い
所
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

62-

２
火
口
で
７
日
に
微
弱
な
火
映
を

観
測
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
火
映
は
前
回

（
７
月
）
と
同
程
度
で
あ
り
、
４
月
の
火

映
と
比
べ
て
弱
い
も
の
で
し
た
。　

　

な
お
、
火
山
性
微
動
は
観
測
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

十
勝
岳
で
は
、
火
山
活
動
の
活
発
化
を

示
す
現
象
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
の
活
動
推
移
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　　

噴
火
予
報
（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１
、
活

火
山
で
あ
る
こ
と
に
留
意
）
の
予
報
事
項

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※詳しい情報は札幌管区気象台 http://www.jma-net.go.jp/sapporo/で閲覧可能です。

　

令
和
元
年
に
「
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ

イ
ド
の
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

当
協
議
会
の
３
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹

介
す
る
ガ
イ
ド
お
す
す
め
の
６
つ
の
コ
ー

ス
の
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
す
べ
て
の
ガ
イ

ド
が
同
じ
よ
う
に
案
内
で
き
る
よ
う
、
教

科
書
作
り
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

ツ
ア
ー
は
募
集
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
で
も
、
学
校
な
ど
か
ら
の

依
頼
を
受
け
、
ジ
オ
サ
イ
ト
の
案
内
や
総

合
学
習
の
時
間
の
支
援
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
で
き
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
青
野
範
子
さ
ん

（
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の
会
　
代
表
）

▼
小
倉
博
昭
さ
ん

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の
会

ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の
声

－15－



　

私
は
前
職
で
広
告
や
Ｉ
Ｔ
の
営
業
を
し

て
い
ま
し
た
。
趣
味
は
、
学
生
時
代
か
ら

日
本
一
周
す
る
ほ
ど
旅
好
き
で
、
そ
の
趣

味
が
高
じ
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
目
線
で
も
観
光
を
見
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
本
場
で
あ
る

北
海
道
で
仕
事
を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
、
こ
の
分
野
で
は
先
進
的
で
ブ
ラ
ン

ド
力
が
あ
る
美
瑛
町
に
移
住
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
の
「
観
光
専
門
員
」
と
い
う
立
場
で
、

山中　潤一

（出身地 : 愛知県）

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
ジ
オ
パ
ー

ク
認
定
に
向
け
た
観
光
や
教
育
の
情
報
発

信
、
運
営
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
る
講
演
会
や
勉
強
会
、
ツ
ア
ー
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

収
集
し
た
情
報
を
か
み
く
だ
き
、
よ
り
良

い
形
で
発
信
す
る
な
ど
工
夫
を
し
て
き
ま

し
た
。

　

収
束
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
も
、
ジ
オ

パ
ー
ク
の
舞
台
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
観
光
」

を
守
る
事
は
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
は
た
だ
の
娯
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
と
人
が
新
し
い
場
所
で
交
流
す
る
事
で

得
ら
れ
る
も
の
や
、
育
つ
「
文
化
」
と
い

う
要
素
が
あ
り
「
経
済
」
と
い
う
言
葉
だ

け
で
理
解
し
て
し
ま
う
と
大
き
な
も
の
を

失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

誰
も
が
持
っ
て
い
る
「
お
出
か
け
需
要
」

を
満
た
せ
る
よ
う
、
専
門
家
指
導
の
下
、

個
人
で
は
判
断
し
づ
ら
い
安
全
な
移
動
や

宿
泊
を
含
め
た
観
光
商
品
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
案
し
て
、
コ

ロ
ナ
に
耐
え
ら
れ
る
観
光
と
し
て
ジ
オ

パ
ー
ク
を
盛
り
上
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
月
号
は
、
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
で
活
動
し
て
い
る
山
中
潤
一
さ
ん

の
報
告
で
す
。

選
手
の
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い

　

「
選
手
の
皆
さ
ん
が
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
事
前
に
夫
婦
２
人
で
折
り

　

「
２
人
と
も
介
護
福
祉
士
を
し
て
い
た

の
で
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
気
持
ち
が
わ

か
り
福
祉
の
経
験
も
生
か
せ
る
は
ず
」
と

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
さ
れ
、
晴
樹
さ
ん
は
ブ
ラ
イ
ン
ド

サ
ッ
カ
ー
会
場
で
選
手
の
エ
ス
コ
ー
ト
や

必
要
な
備
品
の
補
充
な
ど
、
史
恵
さ
ん
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
受
け
付
け
業
務
を

担
当
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

鶴
を
３
０
０
羽
作
っ
て
選
手
の
皆
さ
ん
に

配
っ
た
ら
と
て
も
喜
ん
で
も
ら
え
ま
し

た
」
と
晴
樹
さ
ん
。

　

史
恵
さ
ん
は
「
あ
っ
と
い
う
間
に
大
会

が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
当
に
楽
し

か
っ
た
で
す
。
受
け
付
け
を
担
当
し
て
い

た
の
で
、
翻
訳
ア
プ
リ
を
使
っ
て
海
外
の

方
と
も
た
く
さ
ん
話
し
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
記
者
の
方
は
手

話
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
て

す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

春日晴樹さん

Introducing the people of Biei 

のまちで 輝く丘

こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
ま
す
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
が
ん
ば
っ
て
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
通
信

春日史恵さん

　
い
つ
か
は
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
美
瑛
町
へ
の
移
住
を
決
意

し
、
令
和
元
年
に
美
瑛
町
に
移
り
住
ん
だ
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
春
日
さ
ん

ご
夫
妻
。「
同
じ
障
害
を
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
選
手
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
い
」
と
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
れ
た
お
２

人
に
お
話
し
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

晴
樹
さ
ん
は
「
２
０
３
０
年
の
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
札
幌
で
開
催
さ
れ
る
な
ら

ぜ
ひ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
り
た
い
。
で
き

れ
ば
、
パ
リ
大
会
に
も
参
加
し
た
い
で

す
。」
と
、
史
恵
さ
ん
は
「
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て

聴
覚
障
が
い
へ
の
理
解
や
手
話
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
手
話
を
も
っ
と
広

げ
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
的
な
お
２
人
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
も
終
始
笑
顔
で
、
積

極
的
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
い
う
情
熱
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
参
加
し
た
い
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Photo information　ー　フォトインフォメーション　ー

　9 月 17 日、明徳小学校で防災教室が行われま

した。

　防災教室は、役場総務課危機対策室によるオン

ラインでの防災講話から始まり、防災に対する基

礎知識を学んだ後、先生の指導の下、避難所で実

際に使用する段ボールベッドの組み立てを体験し

ました。

　子どもたちは、初めての体験に少し戸惑いなが

らもベッドを完成させ、避難所の雰囲気を感じな

がら防災意識を高めているようでした。

　9 月８日、町内の小学校６年生のふるさと学習

が行われました。

　今回のテーマは「美瑛町の魅力を生かしたアイ

デアを考え提案する」というもので、事前にオン

ラインで角和町長の美瑛町のまちづくりについて

のお話を聞き、その後「温泉施設を作りたい」「い

ろいろな人がゆっくり過ごせる場所を作りたい」な

ど自分たちで考えてきたアイデアを発表しました。

　皆さんのアイデアを参考にしながら、これから

のまちづくりを考えていきます。

受け継がれる美瑛発展への思い

　９月 15 日、町民センターで第 50 回美瑛町開

拓記念式典が行われました。

　式典では、これまで美瑛町の開拓、発展を支

えてこられた先人の方々に対し、感謝と敬意の

思いを込めた黙とうがささげられ、その後、町

の発展に尽力されその功績が認められた方や、

これからの美瑛を担う農林業及び商工業の優良

後継者、新規就農・起業者の皆さんに対し表彰

が行われました。

いつ起きるかわからない災害に備えて

小学生の目線でまちづくりの提案を

　美瑛町出身者などで構成する東京美瑛会から

「コロナ禍で大変な医療、福祉従事者にエールを

送りたい」と写真が寄贈されました。

　今回寄贈していただいた写真は、東京美瑛会

副会長の溝手さんが撮影したもので、花火やひ

まわりなど色鮮やかな写真に、それぞれ応援メッ

セージが添えられています。写真は、町立病院

のデイルームで一定期間展示した後、町内の福祉

施設で飾られます。

　この度はすてきな写真の寄贈をありがとうご

ざいました。

東京からふるさとへ思いをこめて
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暮暮
ら
し
の

お
知知
ら
せ

募
集
住
宅
／

【
単
身
世
帯
向
け
】

・
南
町
団
地
２
号
棟
０
３
２
号
室　

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　

１
５
０
０
０
～
２
２
４
０
０
円 

【
家
族
世
帯
向
け
】

・
東
町
団
地
７
４
７
号
室　
　
　

３
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　

９
５
０
０
円
～
１
４
１
０
０
円

・
置
杵
牛
町
営
一
般
住
宅
２
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
０
０
円

・
二
股
町
営
一
般
住
宅
１
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
８
０
０
０
円

・
朗
根
内
町
営
一
般
住
宅
２
１
７
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
６
０
０
０
円

入
居
条
件
／

・
町
民
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方

・
申
し
込
み
世
帯
の
収
入
が
、
美
瑛
町
営

　

住
宅
条
例
で
規
定
さ
れ
た
入
居
資
格
収

　

入
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
方

・
団
地
内
の
美
化
、
清
掃
、
除
雪
に
努
め
、

　

地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
方

・
動
物
の
飼
育
は
で
き
ま
せ
ん

・
入
居
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員

　

で
な
い
こ
と

敷
金
／
家
賃
月
額
の
３
カ
月
分

入
居
可
能
時
期
／
11
月
上
旬
以
降

募
集
期
間
／
10
月
１
日（
金
）
～
15
日（
金
）

決
定
方
法
／
選
考
の
上
、
公
開
抽
選
に
よ

　

り
決
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

住
民
生
活
課
町
営
住
宅
係

☎
92-

４
２
９
４
　

応
募
方
法
／
住
民
生
活
課
②
番
窓
口
に
備

　

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
提
出
し
て

　

だ
さ
い
。

　

広
報
９
月
号
で
募
集
し
た
住
宅
の
う
ち
、

応
募
が
な
か
っ
た
住
宅
は
10
月
に
再
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
窓
口
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

生
活
や
仕
事
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
を

対
象
に
無
料
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
／
10
月
20
日
（
水
）

時
間
／
①
午
後
０
時
30
分
～
１
時
20
分

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分

会
場
／
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
／
開
催
日
前
日
の
午
後
３
時
ま

　

で
に
、
左
記
申
し
込
み
先
へ
電
話
な
ど

　

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
／
か
み
か
わ
生
活
あ
ん

　

し
ん
セ
ン
タ
ー
（
☎
38-

８
８
０
０
・

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
33-

０
０
２
１
）

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

代
替
給
食
従
事
員
募
集

び
え
い
子
育
て
応
援
団☎

92-

１
５
７
７
　

募
集
人
員
／
１
人

勤
務
場
所
／
ど
ん
ぐ
り
保
育
園

業
務
内
容
／
保
育
園
に
お
け
る
代
替
給
食

　

調
理
業
務

雇
用
期
間
／
10
月
～
令
和
４
年
３
月
31
日

　

（
更
新
あ
り
）

勤
務
時
間
／
（
月
～
土
）
１
日
４
時
間
か

　

ら
６
時
間
30
分
の
シ
フ
ト
制

勤
務
日
数
／
月
５
日
程
度

保
険
適
用
／
労
災
加
入

賃
金
／
時
給
１
０
８
６
円
（
通
勤
手
当
は

　

別
途
支
給
）

応
募
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
子

　

育
て
応
援
団
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

募
　
集

保
健
・
福
祉

保
健
福
祉
課
社
会
係☎

92-

４
２
４
５
　

生
活
・
仕
事
相
談
会
の
開
催

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
募
集

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
政
策
調
整
係

☎
92-

４
３
３
０
　

内
容
／
「
美
瑛
町
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
実

　

現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の

　

考
案
と
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
捗
を
測
る
た

　

め
の
指
標
案
の
作
成

活
動
期
間
／
10
月
～
３
月
の
月
１
回
開
催

　

全
６
回
予
定

募
集
期
間
／
10
月
１
日（
金
）
～
15
日（
金
）

応
募
方
法
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
へ
電
話

　
ま
た
は
メ
ー
ル
で
応
募
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル: m

achi@
tow

n.biei.hokka

　
　ido.jp

　
詳
し
く
は
、
今
月
号
の
折
り
込
み
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ギ
ャ
ラ
リ
ー

丘
の
ま
ち
交
流
館 

ビ
・
エ
ー
ル

　
　
　
　
　
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　
　
休
館
日
／
毎
週
月
曜
日

　「
美
瑛
・
上
富
良
野
町
の
小
学
生
夏
休

み
自
由
研
究
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
「
十
勝
岳

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
第
２
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
入
選
作
品
、
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー

ク
構
想
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
す
る
パ

ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
間
／
10
月
19
日
（
火
）
～
29
日
（
金
）

 

図
書
館
壁
面
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　
　
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

　
　
休
館
日
／
毎
週
月
曜
日

　

小
・
中
学
生
の
書
道
と
硬
筆
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
毎
月
の
課
題
を
こ
な
し
て

い
く
中
で
、
子
ど
も
た
ち
も
筆
に
な
れ
、

毎
週
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

の
び
の
び
と
し
た
力
強
い
作
品
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
／
10
月
１
日
（
金
）
～
30
日
（
土
）昨年の作品展

「
日
本
習
字

　
美
瑛
支
部
」
作
品
展

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
パ
ネ
ル
展

　
　
　

　
追
納
制
度
は
、
保
険
料
の
免
除
・
納
付

猶
予
や
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た

期
間
の
保
険
料
を
、
後
か
ら
納
付
で
き
る

制
度
で
す
。
免
除
・
納
付
猶
予
の
承
認
を

受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
保
険
料
を

全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

納
付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例
の
期
間
は
、

年
金
の
受
給
資
格
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
が
、年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
補
う
た
め

に
、
免
除
・
納
付
猶
予
な
ど
を
受
け
た
期

間
の
保
険
料
を
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
後

か
ら
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

納
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
旭
川
年
金

事
務
所
ま
た
は
役
場
１
階
①
番
窓
口
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

住
民
生
活
課
戸
籍
年
金
係

              

　
☎
92-

４
２
９
５

そ
の
他

♪チャイム音

「これは、Ｊアラート

のテストです」×３

「こちらは、ぼうさい

びえいです」

♪チャイム音

【放送内容】

　

町
で
は
緊
急
地
震
速
報
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
際
、
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
瞬
時
に

伝
達
す
る
「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
緊
急
情
報
伝
達
試

験
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

　

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
と
各
家
庭
の
戸
別
受

信
機
を
使
い
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
の

で
、
災
害
と
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
６
日
（
水
）
午
前
11
時

　

放
送
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　

　
行
政
相
談
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
合
同
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
／
10
月
20
日
（
水
）
午
前
９
時
～
正
午

会
場
／
福
祉
セ
ン
タ
ー

合
同
行
政
相
談
所
の
特
別
開
設

総
務
課
総
務
係

              

　
☎
92-

４
３
１
６

　
　
　
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
情
報
伝

達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

総
務
課
危
機
対
策
室

              

　
☎
92-

４
３
１
６
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暮らしのお知らせ暮らしのお知らせ

税
務
課
住
民
税
係 

☎
92-
４
２
９
７

旭
川
東
税
務
署

　 

☎
23-
６
２
９
１

税
務
署
主
催
の
年
末
調
整
等
説

明
会
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
毎
年
実
施
し
て
い
ま
し
た
、

税
務
署
主
催
の
年
末
調
整
等
説
明
会
は
、

年
末
調
整
に
関
す
る
情
報
提
供
体
制
の
見

直
し
に
よ
り
、
令
和
３
年
以
降
は
実
施
し

な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
年
末
調
整
に
関
す
る
特
設
ペ
ー
ジ
や
、

Web-Tax-TV

な
ど
の
動
画
に
よ
り
「
い

つ
で
も
」「
ど
こ
か
ら
で
も
」
必
要
な
情

報
を
得
ら
れ
る
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

西
美
の
杜
美
術
館
閉
館
の
お
知

ら
せ

商
工
観
光
交
流
課
観
光
振
興
係

              

　
☎
92-

４
３
２
１

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
向
け
傷

病
手
当
に
つ
い
て

大
雪
地
区
広
域
連
合

              

　
☎
82-

３
６
９
７

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
会
社
な
ど
に

勤
め
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
や

発
熱
な
ど
の
症
状
で
感
染
が
疑
わ
れ
一
定

の
期
間
仕
事
を
休
む
こ
と
に
よ
り
、
給
与

が
減
額
と
な
っ
た
時
、
傷
病
手
当
金
が
支

給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
に
は
、
医
療
機
関
や
勤
務
先
の
証

明
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
２
月
以
降
に
収
入
が
減
少
し

た
場
合
、
臨
時
特
例
措
置
と
し
て
簡
易
な

手
続
き
で
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
／

　

臨
時
特
例
に
よ
る
免
除
・
猶
予
お
よ
び

学
生
納
付
特
例
申
請
は
、
次
の
２
点
を
い

ず
れ
も
満
た
し
た
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

１
．
令
和
２
年
２
月
以
降
に
、
新
型
コ
ロ

　

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収

　

入
が
減
少
し
た
こ
と

２
．
令
和
２
年
２
月
以
降
の
所
得
な
ど
の

　

状
況
か
ら
見
て
、
当
年
中
の
所
得
の
見

　

込
み
が
、
現
行
の
国
民
年
金
保
険
料
の

　

免
除
な
ど
に
該
当
す
る
水
準
に
な
る
こ

　

と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

対
象
期
間
／

　

令
和
２
年
２
月
～
令
和
４
年
６
月

※
す
で
に
、
令
和
元
年
度
・
令
和
２
年
度

　

分
の
臨
時
特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
た
方

　

も
、
改
め
て
令
和
３
年
度
分
の
申
請
が

　

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
旭
川
年
金
事
務
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
役
場
１
階
①

番
窓
口
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
方
へ

住
民
生
活
課
戸
籍
年
金
係

              
　
☎
92-

４
２
９
５

　

　

俳
優
の
榎
木
孝
明
氏
の
水
彩
画
、
美
瑛

町
移
住
後
に
亡
く
な
ら
れ
た
横
山
大
二
郎

氏
の
油
彩
画
、
日
本
昔
話
を
モ
チ
ー
フ
に

原
風
景
を
描
く
少
司
和
伸
氏
の
ア
ク
リ
ル

画
を
展
示
し
て
い
る
西
美
の
杜
美
術
館

が
、10
月
20
日（
水
）に
閉
館
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
多
く
の
皆

さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

残
り
僅
か
の
期
間
と
な
り
ま
す
の
で
、

閉
館
ま
で
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

休
館
日
／
６
日
（
水
）、
13
日
（
水
）

入
館
料
／
無
料

　
　
　
美
瑛
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演

奏
会
の
開
催
延
期
に
つ
い
て

美
瑛
中
学
校
吹
奏
楽
部☎92-

２
１
７
５
　

「必ずチェック最低賃金！　使用者も労働者も」

北 海 道 最 低 賃 金
　北海道内の事業場で働く全ての労働

者（臨時・パートタイマー・アルバイ

トなどを含む）に適用される北海道最

低賃金が次のとおり改定されます。

最低賃金額　時間額 889円

効力発生年月日　令和3年10月1日

厚生労働省北海道労働局労働基準監督署（支署）

　

広
報
９
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
定
期
演

奏
会
は
、
11
月
上
旬
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
入
場
は

無
料
で
す
が
、
整
理
券
が
必
要
で
す
。
詳

細
は
広
報
11
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

｜　

お
詫
び
と
訂
正　

｜

　

広
報
び
え
い
７
月
号
の
23
ペ
ー
ジ
、「
戸

籍
の
窓
」
に
掲
載
し
ま
し
た
お
名
前
の
中

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
柴

垣
琥
太
朗
」
さ
ん
で
す
。

　

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

－20－



短　歌
（美瑛すずらん短歌会選）

俳　句
（群峰選）

チ
ラ
シ
見
て
土
用
の
鰻
孫
呼
ん
で
家
族
で
食
う
も
今
日
限
り
か
も

新
星
第
五
　 

小
野
寺
貴
代
子

富
士
山
の
吉
田
の
火
祭
り
壮
観
に
火
は
夜
空
焦
が
す
か
山
じ
ま
い

旭
北
星
　  

　 

田
中
　
幸
穂

巣
籠
も
り
で
今
年
最
初
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
気
分
壮
快
足
は
重
た
し

旭
町
三  

　 

　
守
谷
　
忠
弘

長
雨
に
紫
陽
花
の
花
球
垂
れ
色
も
褪
め
行
く
女ひ
と

の
運さ
だ
め命

も本
町
一
　
　 

　
杉
本
　
　
光

暗
き
夜
下
弦
の
月
が
神
々
し
恙
な
く
生
き
る
祈
り
捧
げ
ぬ新

星
第
三

　   

下
平

　
公
枝

好
物
の
茹
で
ト
ウ
キ
ビ
の
実
を
撒
け
ば
争
奪
戦
の
鶏
舎
に
憩
う

旭
第
四

　
　 

　
谷
口

　
健
三

手
の
平
の
豆
腐
涼
し
き
風
で
切
る
　 

　 
  

　
　
　 

幸
町
二
　
　
　 

浜
田
　
恵
子

涼
し
さ
や
衣
一
枚
忍
ば
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

丸
山
一
　
　
　 

髙
木
　
瑛
峰

夕
涼
し
自
転
車
駈
っ
て
小
買
物
　
　
　
　
　
　
　
　 

旭
町
二
　
　
　 

鎌
田
　
光
春

襟
元
は
今
日
も
手
ぬ
ぐ
い
涼
新
た  

　
　
　
　
　
　 

水
沢
春
日
台     

舟
山
　
初
枝

月
涼
し
宿
の
下
駄
音
そ
こ
か
し
こ 

　
　
　
　 

　
　 

大
町
二
　
　   

為
井
め
ぐ
み

寂
し
さ
の
す
り
抜
け
て
ゆ
く
風
涼
し
　
　
　
　
　
　 

赤
羽
　
　
　
　 

中
村
ゆ
き
え

新
涼
や
背
筋
伸
ば
し
て
空
仰
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　 

五
稜
第
一
　
　 

三
浦
ひ
か
り

戸籍の窓
      令和３年８月１日から

    　令和３年８月31日までの届出分

人の動き

　　 　　4,781世帯　（- 8）

   男　　4,527　人　（- 6）

   女　　5,149　人　（- 4）

　合計　 9,676　人　（-10）

（ ）は前月比　

たんじょうおめでとう

  氏　名  　性別　  住　所

神成　凰
おうすけ

甫   男　 字新区画向上

長谷　　椛
かえで

　 女　 字藤野協成

古館　　碧
あお

　 男　 中町２丁目

中山　結
ゆ い か

賀　 女　 北町１丁目

酒谷　美
み き

輝　 女　 南町１丁目

おくやみ申しあげます

　氏　名　　年齢　　住　所

佐 根富子　 83　 栄町４丁目

林　　ヤス   88   字下宇莫別第５

近藤　智子　 67　 大町１丁目

野　孝司　 79 　字旭第３

松家　定一　 82 　東町２丁目

南條　榮子　 91　 旭町４丁目

野原　吉清　 88 　本町３丁目

塩山　 子　 86　 字水沢新生　 
（敬称略）　　

町内の交通事故

　　　　令和３年８月１日～31日

▼発　　生　  9件（ 99件）【154件】

　人身事故　  1件（ 10件）【  5件】

　物損事故　  8件（ 89件）【149件】

▼死　　亡　  1人（　1人）【　0人】

　負 傷 者　  2人（ 13人）【  4人】

（ ）は令和３年１月～８月末までの累計

【 】は令和２年１月～８月末までの累計

町内の火災・救急・救助件数

令和３年１月１日～８月31日

▽火災　　　8件（　3件）

▽救急　　352件（362件）

▽救助　　　1件（　1件）

（ ）は前年同期間の件数

ネット社会の子どもたち・その現実と対応
～今、大人ができること・すべきこと～

【場　所】町民センター 3 階　大会議室

【日　時】10 月 27 日（水）　午後６時～ 8 時

【講　師】

NPO 法人　お助けネット代表

NPO 子どもとメディア認定インストラクター

入場料
無料

令和 3 年度　子育て支援講演会

近

【定　員】50 人

中谷　通恵　氏

【申し込み】子ども支援センター　☎ 92-1035

年、スマートフォンやゲームにより、乳幼児をはじめとする子

どもたちの｢メディア機器への依存｣が生活に大きく影響してい

ます。また、新型コロナウイルス感染症により家庭で過ごす時間が

長くなったことで、メディア機器の使用時間が増加しています。

　子どもの心と体を育てるために大切なことを一緒に考え、子ども

を取り巻くメディアやネット社会の現状と対応を学ぶ機会として講

演会を開催します。

　お子さんをお持ちの方や子育てに関心のある方、教育・福祉に携

わる方の参加をお待ちしています。

※託児室を用意しますので、利用される方は子ども支援センターへ

事前に申し込みください。
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【展示場所】

丘のまち交流館「bi.yell」ギャラリー

【期　間】

９月 30 日（木）～ 10 月 16 日（土）

午前 10 時～午後 7 時　休館日：毎週月曜日

問合せ／こども陶芸展 in びえい実行委員会事務局　　☎ 92-0884

第９回　こども陶芸展 in びえい
　今年で９回目を迎える「こども陶芸展 in びえい」には、美瑛町をはじめ全国各地の小中学生から

２４８点の応募がありました。

　９月 25 日に行われた審査会では、皆空窯の南正剛氏など９人の審査員が厳正な審査を行い、各賞を選

考しました。

　独創的でインパクトのある作品、ストーリー性に満ちた作品や大人顔負けの力強い作品など個性豊か

な子どもたちの作品をぜひご覧ください。

【前回の受賞作品】


